
令和５年度 協働活動支援員等研修会

・非認知型のお話を詳しく聞くことができて良かったです。
今後に役立てたいと思います。

・日ごろの活動を振り返る契機となりました。
・子どもとの関わり方に悩むことがありましたが、講演を聞いて子どもの意見に
耳を傾けたいと思いました。
・ワークショップでは、子どもたちが喜んでくれそうな内容だったのでありがた
かったです。

主 催：群馬県教育委員会
主 管：東部教育事務所

赤城育心こども園 園長 深町 穣 氏

「子どもの興味・関心を尊重した居場所づくり」

講 師

参加者の声

令和5年度協働活動支援員等研修会が、１１／２５（土）に東毛青少年自
然の家で、放課後子ども教室、放課後児童クラブ関係者、行政関係者等を対
象に実施されました。講演では、赤城育心こども園での非認知教育に視点を
おいた実践例を交えながら、児童にとって安心して過ごせる場づくりや、感
じたことや、考えたことを自己表現できる支援のあり方について、お話しい
ただきました。ワークショップでは、児童が身近な材料を扱って、児童同士
で体験活動できるプログラムを実践しました。
多くの御参加をいただき、大変ありがとうございました。

講 演

ワークショップ 「明日から実践できるクラフト体験活動」

講 師 東毛青少年自然の家 指導主事 岡部 正史 氏


